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　人ロの動き

　3月1日現在
男　　5．284（＋5）

女5．568（＋3）

計10。652（＋8）

世帯数2．う75（＋3）

（）内は前月との比較

ノ

発行川醐・町長根津正三編集企画室広報係コヒ村準一定価・部5円印刷白南風社
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　　　　　　　　　　論戦のさなか・町議会

第2回町議会定例会がさる6日に招集されました。例年と異なつて・本会議の連続する

審議方式によつて娼年度の川西丸のかじをとる新予算はまもなく成立します・

の化た歩ま間
安’め行す’六　　春
全母　、者　Q全日
教子スの新国か交　四
育のク事入いら　通の
を安！故学つ＋安
窪姦㌻盟蛋漂吾全　　月

し育1ををにま　運
裾濃忠蕎動
。転定すにさ十
　者着る　、れ日

二十十　　十
＋三二て日　　町
日　日　日）
　　　　　＝　　　本（　一
　　本会六月議
晶嚢婁鯖会
開七六日に　会
第日日　引　日
一　　　　　　き
日　　　　続程
　　　　い

　十　　十　　　　　　十　　　　十
民四午三も公館二は下日　　　　圃
磐日雀日羅と日、渓伊蔵地農三
・霜時坪七一三高ず下友相区家　行
欝蟹蒙譜醜毒談検対
七鶴　坪ら間小＿午民友　）討策月
時吉　　山　は根高後館公　日会事
奮嚢嘉ギ塁肇豪蒔量程震誇　事
　公　　）　　れ領民ら間’
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総
額
で
十
億
八
千
万
円
に

新
年
度
予
算
原
案
ま
と
ま
る

　
昭
和
四
十
八
年
度
の
予
算
案
が
ま
と

ま
り
、
さ
る
六
臼
に
招
集
さ
れ
た
町
議

会
定
例
会
に
お
い
て
、
会
期
十
五
日
間

の
日
程
で
審
議
を
続
行
し
て
い
ま
す
。

　
予
算
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
審
議
の

結
果
を
待
っ
て
、
別
途
お
知
ら
せ
す
る

予
定
で
あ
り
、
今
回
は
、
原
案
の
概
要

に
つ
い
て
お
伝
え
し
て
み
ま
す
。

　
規
模
と
し
て
は
、
一
般
会
計
と
農
業

共
済
事
業
な
ど
六
特
別
会
計
合
わ
せ
て

十
億
七
千
九
百
六
十
八
万
二
千
円
と
い

う
大
型
の
予
算
案
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
中
の
、
一
般
会
計
に
つ
い
て
取

り
上
げ
て
み
ま
す
と
、
各
課
か
ら
の
要

求
額
七
億
七
千
二
百
三
十
九
万
四
千
円

に
、
総
合
開
発
計
画
と
の
調
整
、
町
長

指
示
構
想
に
よ
る
施
策
を
加
味
し
て
八

億
一
千
九
百
三
十
二
万
九
千
円
と
い
う

数
字
に
達
し
た
の
で
す
が
、
最
終
的
に

は
、
財
政
規
模
に
見
合
っ
た
七
億
八
千

九
百
八
十
八
万
八
千
円
に
落
ち
着
き
ま

し
た
。
四
十
七
年
度
当
初
予
算
が
五
億

五
千
四
百
九
十
一
万
六
千
円
で
し
た
か

ら
、
実
に
、
四
二
・
三
’
％
の
伸
ぴ
率
で

地
域
開
発
、
住
民
福
祉
の
向
上
を
目
標

と
し
た
行
政
需
要
の
激
増
を
示
す
も
の

と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　
そ
の
結
果
の
予
算
編
成
難
に
つ
い
て

は
、
経
常
的
経
費
を
で
き
る
だ
け
抑
制

し
て
対
処
し
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
の

　
　
　
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン

　
歳
入
に
つ
い
て
は
、
固
定
資
産
税
の

税
率
及
ぴ
免
税
点
の
引
下
げ
に
よ
る
減

税
、
建
設
事
業
に
対
す
る
負
担
率
の
軽

減
等
に
よ
る
減
収
の
反
面
、
地
方
交
付

税
の
大
幅
増
、
投
資
的
事
業
の
伸
ぴ
に

よ
る
と
こ
ろ
の
国
県
支
出
金
や
町
債
の

増
加
が
目
だ
ち
ま
す
。

　
一
方
、
歳
出
の
重
点
は
、
次
の
よ
う

な
も
の
に
向
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

〈
総
務
費
V

　
・
教
員
住
宅
建
設
費
（
3
棟
）

宅
地
分
譲
希
望
者

を
募
集

　
町
内
に
宅
地
の
取
得
を
希
望
す
る

か
た
を
次
の
要
領
で
募
集
し
ま
す
。

　
申
し
込
み
多
数
の
場
合
、
分
譲
順

位
は
選
考
委
員
会
で
決
定
し
ま
す
。

　
細
部
に
つ
い
て
は
、
直
接
、
企
画

室
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

分
譲
地
所
在

　
大
字
山
野
田
三
九
二
番
地
（
町
営

野
球
場
付
近
）

区
画
数

　
三
〇
～
三
五
区
画

面
　
　
積

　
一
区
画
約
二
〇
〇
～
三
〇
〇
平

方
メ
ー
ト
ル

価
　
　
格

　
決
定
次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

売
却
時
期

七
月
中
旬
の
予
定

　
・
公
共
用
地
買
収
費

　
・
高
倉
ハ
ウ
ス
団
地
造
成
費

　
・
広
域
圏
事
業
（
消
，
防
分
遣
所
建
設

　
　
費
等
）
負
担
金

　
・
総
合
セ
ン
タ
ー
建
設
費
　
な
ど

く
民
生
費
V

　
・
敬
老
祝
金

　
・
ね
た
き
り
老
人
見
舞
金

　
・
ね
た
き
り
老
人
医
療
扶
助

　
・
老
人
医
療
費
扶
助
　
な
ど

く
保
健
衛
生
費
V

　
・
各
種
検
診
、
予
防
費

　
・
無
償
薬
剤
交
付

　
・
ご
み
処
理
な
ど

〈
農
林
水
産
業
費
〉

　
・
農
業
振
興
関
係
助
成

　
・
農
協
合
併
補
助
金

　
・
土
地
改
良
事
業
補
助
金

　
・
林
道
建
設
な
ど

〈
土
木
費
〉

　
．
道
路
の
改
良
、
舗
装
（
2
1
路
線
）

　
・
除
雪
用
ロ
ー
タ
リ
車
購
入

　
・
橋
、
河
川
の
改
良
　
な
ど

〈
消
防
費
〉

　
・
小
型
ポ
ン
プ
車
（
3
台
）
購
入

　
・
防
火
水
槽
（
5
基
）
建
設
　
な
ど

〈
教
育
費
〉

　
・
（
統
合
）
仙
田
小
学
校
建
築

〈
災
害
復
旧
費
〉

　
・
道
路
復
旧
な
ど
六
か
所

　
重
点
施
策
、

　
　
全
員
協
議
会
で
研
究

　
予
算
議
会
を
間
近
に
控
え
た
先
月
二

十
四
日
、
新
年
度
に
予
定
し
て
い
る
重

点
施
策
を
あ
ら
か
じ
め
検
討
す
る
た
め

に
、
町
議
会
の
全
員
協
議
会
が
開
か
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
日
、
議
題
に
の
ぼ
っ
た
の
は
次

の
各
案
件
で
す
。

①
中
仙
田
、
仙
田
及
ぴ
赤
岩
の
三
小

学
校
統
合
議
決
に
つ
い
て
と
、
同
統
合

小
学
校
の
建
築
　
　
②
農
山
村
総
合
セ

ン
タ
ー
の
建
設
　
③
国
鉄
公
舎
敷
地

及
ぴ
同
建
物
の
取
得
　
④
林
道
（
峰

方
線
）
の
開
削
　
　
⑤
消
防
分
遺
所
・

グ
ラ
ン
ド
拡
張
等
公
共
用
地
の
取
得

⑥
旧
診
療
所
の
使
用

国
保
の

　
保
険
証
切
替
え

　
こ
れ
ま
で
お
持
ち
の
、
国
民
健
康
保

険
の
被
保
険
者
証
（
黄
色
の
保
険
証
）

は
、
今
月
三
十
一
日
で
有
効
期
限
が
切

れ
る
こ
と
に
な
り
、
こ
ん
ど
は
、
新
し

く
薄
青
色
の
被
保
険
者
証
を
お
渡
し
し

ま
す
。
次
の
点
に
留
意
さ
れ
て
、
嘱
託

員
を
通
じ
、
お
持
ち
の
保
険
証
と
引
き

替
え
に
新
保
険
証
の
交
付
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

①
今
月
三
士
日
ま
で
は
旧
保
険
証

　
（
黄
色
）
を
使
用
す
る
。

　
四
十
七
年
中
の
新
増
改
築
の
も

の
は
、
新
基
準
に
よ
る
評
価
の
た

め
、
前
年
に
建
築
さ
れ
た
も
の
よ

り
も
評
価
額
、
課
税
標
準
額
の
い

ず
れ
も
五
9
％
の
範
囲
内
で
上
昇

し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
上

幽
謂
論
鵠
噺
保
険
証
（
薄
青
㊧
鯉
驚
誘
雛
幕
薇
糠

　
な
お
、
⑬
、
⑫
の
保
険
証
引
替
え
は
　
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

直
接
、
役
場
窓
口
で
取
り
扱
い
ま
す
か

ら
、
同
様
に
、
旧
被
保
険
者
証
と
認
め

印
を
持
参
し
て
手
続
き
さ
れ
る
よ
う
。

　
そ
の
他
、
不
明
な
点
は
遠
慮
な
く
保

険
課
へ
間
い
合
わ
せ
を
ど
う
ぞ
。

一
＝
＝
＝
＝
＝
＝
鞠
＝
一
＝
一
＝
＝
＝
『
＝
＝
＝
鴨
＝
二
鞠
＝
瞬
＝
一
＝
＝
＝
＝
＝
輔
＝
＝
＝
＝
＝
＝
一
＝
＝
幅
＝
幅
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
縦
覧

　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
二
十
日
ま
で
に

　
昭
和
四
十
八
年
度
分
の
固
定
資
産
税

算
定
の
も
と
に
な
る
固
定
資
産
課
税
台

帳
の
縦
覧
を
、
今
月
一
日
か
ら
行
な
っ

て
い
ま
す
。

※
期
間
及
ぴ
時
間

　
　
　
今
月
二
十
日
ま
で
、
休
日
を
除

　
　
　
く
日
の
午
前
八
時
半
か
ら
午
後

　
　
　
五
時
ま
で
。
た
だ
し
、
土
曜
日

　
　
　
は
午
前
中
の
み
。

※
場
　
所

　
　
　
役
場
　
税
務
課

　
評
価
替
え
の

　
　
　
　
　
年
　
　
　
度

　
四
十
八
年
度
は
、
三
年
ご
と
の
基
準

年
度
に
当
た
る
の
で
評
価
替
え
を
行
な

っ
て
い
ま
す
。
次
に
そ
の
概
要
を
ご
説

明
し
て
み
る
と

田
・
畑
…
…
　
評
価
額
で
は
前

　
　
年
度
よ
り
五
％
の
範
囲
内
の
上
昇
。

　
　
課
税
標
準
額
で
は
、
原
則
的
に
前

　
年
度
と
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

宅
　
地
・
…
3
評
価
額
は
、
七
〇

　
％
程
度
の
範
囲
内
で
の
上
昇
。
課

　
税
標
準
額
で
は
若
干
上
が
る
も
の

　
下
が
る
も
の
、
ま
た
、
す
え
置
き

　
の
も
の
と
い
ろ
い
ろ
で
す
。

山
林
等
…
…
　
評
価
額
で
、
一

　
部
の
山
林
の
み
一
五
％
の
範
囲
内

　
の
上
昇
が
あ
り
、
大
部
分
は
す
え

　
置
き
か
、
若
干
で
す
が
下
が
る
も

　
の
も
あ
り
ま
す
。
課
税
標
準
額
は

　
一
部
の
山
林
に
つ
い
て
一
〇
％
程

　
度
上
昇
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

　
大
部
分
の
も
の
は
、
す
え
置
き
か

　
下
が
っ
て
い
ま
す
。

家
屋
．
・
．
．
2
四
＋
六
年
以
前
の

　
建
築
の
も
の
は
、
評
価
額
で
若
干

　
前
年
度
よ
り
変
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
課
税
標
準
額
で
は
、
そ
の
ほ
と
ん

　
ど
が
す
え
置
き
に
な
っ
て
い
て
、

　
一
部
の
も
の
が
下
が
っ
て
い
ま
寛

　
納
税
奨
励
制
度
を

　
　
一
新

　
町
で
は
、
こ
れ
ま
で
、
納
税
組
合
が

町
税
を
一
括
取
り
ま
と
め
て
期
限
内
に

納
入
し
た
場
合
、
納
税
奨
励
規
程
に
基

づ
い
て
、
　
（
納
税
者
に
）
完
納
奨
励
金

を
交
付
し
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
か
ね
が
ね
、
税
本
来
の
性

格
か
ら
こ
の
見
返
り
的
な
報
償
に
つ
い

て
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
ま
し
た
の
で

こ
の
際
、
納
税
奨
励
規
程
は
廃
止
し
ま

し
た
。

　
そ
し
て
、
新
し
く
「
納
税
組
合
補
助

金
交
付
規
程
」
を
つ
く
り
、
納
税
組
合

に
対
す
る
事
務
補
助
金
を
交
付
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
新
し
い
規
程
に
も
ら
れ
て
い
る
補
助

金
の
交
付
基
準
は
、
次
の
と
お
り
で
竃

・
納
税
組
合
員
一
人
当
り
　
年
二
百
円

・
納
税
通
知
書
一
件
当
り
　
　
十
五
円

・
納
税
額
に
対
し
　
　
　
　
千
分
の
五

　
こ
の
改
廃
に
よ
っ
て
、
一
部
の
納
税

組
合
で
個
人
に
割
り
も
ど
し
し
て
い
た

制
度
は
、
四
十
七
年
度
限
り
で
廃
止
さ

れ
る
わ
け
で
す
。

　
な
お
、
納
期
前
納
付
報
償
金
の
制
度

は
い
ま
ま
で
ど
お
り
で
す
か
ら
、
で
き

る
か
ぎ
り
、
四
期
分
を
ま
と
め
て
納
税

さ
れ
る
よ
う
お
勧
め
し
ま
す
。
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七
千

葉 　
　
決

　
　
き

』
－
会

　
　
事

　
　
跡

女
踊

工
膨
地

　　一その3一

の’況

歳　　　　　　入 歳　　　　　　出
収　　　　　　支

科　　　目 決算額 科　　　目 決算額

1．分担金負担金

2．使用料手数料

3．繰　　入　　金

4．その他の収入

　882，400円

4，974，120

12，705，000

　301，724

1．総　　務　　費

2．維持管理費
3．建設事業費
4．公　　債　　費

5．繰上充用金

6，029，247円

1，179，681

1，845，357

3，55し，125

17，7（B，256

歳入歳出差引額
繰越又は支払繰延等

実　質収　支額
他会計より繰入金

再差引　収支額

△11，450，422円

　　　0
△11，450，422

12，705，000

△24，155，4Z～

歳入合計 18，863，244 歳　出合計 30，313，666

中仙田地区簡易水道事業会言決算の”況

歳　　　　　　入 歳　　　　　　出

科　　　目 決算額 科　　　目 決算額

1．分担金負担金

2．使用料手数料

3．国庫支出金
4．県　支　出　金

5．繰　　入　　金

6．町　　　　　債

7，105，000円

　258，930

6，550，000

　393，000

4，000，000

19，200，000

1．総　　務　　費

2．維持管理費
3．建設事業費
4．公　　債　　費

128，487円

267，353

36，519，679

　398，539

歳入歳出差引額
繰越又は支払繰延等

実　質収支　額
他会計より繰入金

再差引収支額

　192，872円

　　　0
　192，872

4，000，000

△3，807，128

歳入合計 37，506，930 歳　出　合計 訂，314，058

仙田へき地出張診療所会計決算の状況

歳 入 歳 出
収

科　　　目 決算額 科　　　目 決算額
支

1．診　療収入 3，682，851円 1．総　　務　　費 3，699，999円 歳入歳出差引額 △1，890，556円

2．使用料手数料 16，650 2．医　　療　　費 2，392，525 繰越又は支払繰延等 0
3．県　支　出　金 574，000 3．施設整備費 40，859 未収入特定財源 0
4．繰　　入　　金 1，476，（》60 4．公　　債　　費 34，483 実　質収支額 △1，890，556

5．その他の収入 3，809 5．繰上充用金 1，476，060 他会計より繰入金 1，476，060

’

再差引収支額 △3，366，616

磯出のうちの人件費 3，086，454

歳入合計 5，753，370 歳　出合計 7，643，926

歯科診療所会計決算の状況
歳 入 歳 出

科　　　目 決算額 科　　　目 決算額
収 支

1．診療　収入 6，924，848円 1．総　　務　　費 6，576，284円 歳入歳出差引額 △　459，980円

2．繰　　入　　金 1，899，722 2．医　　療　　費 8U，050 繰越又は支払繰延等 0
3．その他の収入 2，506 3．繰上充用金 1，899，722 未収入特定財源 0

実　質収支額 △　459，980

他会計より繰入金 1，899，722

再差引収支額 △2，359，702

歳出のうちの人件費 4，409，858

歳　入　合計 8，827，076 歳　出　合計 9，287，056

（財政事情の公表は、今回で終わりです。）
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嚇
，
．
涙
駅
邦
読
裂
㌶
9
．
㍊
η
鰹
鶏
記
麗
，
樹
4
舞
獣
献
戯
協
累
漂

＊
　
て
　
　
「
御
地
の
地
方
紙
で
、
千
手
診
　
の
三
年
先
輩
に
当
た
る
か
た
で
す
。

栖
療
所
が
新
築
さ
れ
た
こ
と
を
知
り
ま
酒
井
さ
ん
・
心
の
ξ
っ
た
プ
レ

料
し
た
．
お
祝
い
の
意
味
で
ス
リ
ッ
パ
ゼ
ン
ト
、
ほ
ん
と
に
あ
り
が
と
う
．

～＊～＊～＊～零～＊～＊～＊～

を
送
り
ま
す
。
は
き
捨
て
は
随

意
に
、
礼
状
は
無
用
に
願
い
ま

す
。
」
、
大
略
、
以
上
の
よ
う

な
た
よ
り
を
添
え
て
、
名
入
り

の
じ
ょ
う
ぷ
で
美
麗
な
ス
リ
ッ

パ
多
数
が
届
き
ま
し
た
。

診
療
所
に
名
入
り
の

ス
リ
ッ
パ

　
　
趾
躯
の
酒
井
さ
ん
が
寄
贈

　
　
川
崎
所
長
の
話
　
　
　
酒
井

　
　
さ
ん
の
ご
好
意
に
は
、
強
く
心
を
打

　
　
た
れ
ま
し
た
。
簡
潔
な
お
た
よ
り
の

　
　
行
間
に
も
、
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
人
情

う
も
の
：
：
〃
の
心
が
読
み
取
ら
れ
＊

胸
に
迫
る
も
の
が
あ
り
ま
す
・
ご
賞

向
で
す
か
ら
礼
状
は
出
さ
な
い
に
し
糎

　
　
て
も
、
ぜ
ひ
、
広
報
で
ご
紹
介
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
申
し
上
げ
た
い
と
考
え
た
次
第
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
で
す
。
異
郷
の
か
た
で
さ
え
こ
～

　
　
ん
な
に
思
っ
て
く
だ
さ
る
の
で
＊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

　
　
す
か
ら
、
わ
た
く
し
を
は
じ
め
＊

診
療
所
の
職
員
筒
、
地
域
の
皆
褒

の
健
康
維
持
の
た
め
が
ん
ば
ら
な
く
糎

て
は
と
、
気
持
ち
を
新
た
に
し
て
い
～

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
＊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

り
ま
し
た
。

新
嘱
託
員
き
ま
る

　
　
　
　
：
：
：
：
：
：
③

へ
千
手
地
区
〉

◎
木
島
公
舎
・
斉
藤
光
夫

く
上
野
地
区
V

◎
新
町
新
田
・
渡
辺
一
郎
　
◎
小
根
岸

・
小
海
新
太
郎

〈
仙
田
地
区
〉

◎
小
脇
・
斉
木
定
太
郎
　
◎
藤
沢
・
茂

野
利
久
治
　
◎
大
白
倉
・
桐
生
昌
平

◎
赤
谷
・
小
川
東
平
　
◎
高
倉
・
高
橋

千
代
治
　
◎
小
白
倉
・
江
口
克
介

　
こ
れ
で
、
一
月
か
ら
続
け
た
新
し
い

町
政
事
務
嘱
託
員
の
紹
介
を
終
わ
り
ま

す
。
新
嘱
託
員
の
皆
さ
ん
、
町
政
の
円

滑
な
運
営
の
た
め
、
ご
支
援
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
　
送
っ
て
く
だ
さ
っ
た
の
は
、
千
手

　
の
上
町
出
身
、
現
在
、
東
京
で
、
ば

　
き
も
の
商
を
営
む
酒
井
慶
二
さ
ん
。

＊
～
＊
》
【
＊
～
＊
～
＊
～
＊
～
＊
～
＊
～
＊
～
＊
～
＊
～
＊
～
＊
～
＊
～
＊
～
＊
～
＊
～
＊
～
＊
～
＊
～
＊
～
＊
～
＊
～
＊

生
徒
募
集

　
　
　
　
新
潟
高
校
通
信
制

　
県
立
新
潟
高
等
学
校
通
信
制
で
、
い

ま
、
昭
和
四
十
八
年
度
入
学
生
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

入
学
資
格

　
中
学
卒
業
と
同
等
以
上
の
学
歴
の
者

　
（
今
月
、
中
学
卒
業
見
込
み
の
者
を

　
含
む
。
）
、
年
齢
制
限
な
し
。

募
集
人
員

　
卒
業
コ
ー
ス
　
約
三
百
人

　
科
目
別
コ
ー
ス
　
　
（
希
望
科
目
の
み

　
　
学
習
）
　
若
干
人

受
付
期
間

　
（
二
月
十
日
か
ら
）
四
月
十
日
ま
で

　
書
類
選
考
の
み
で
試
験
は
な
い
。

書
類
請
求

　
入
学
案
内
・
願
書
の
請
求
は
、
切
手

　
　
五
十
五
円
を
添
え
て
次
へ

　
　
繭
丁
九
五
一
　
新
潟
市
関
屋
下
川
原

　
　
町
二
　
県
立
新
潟
高
校
通
信
制

　
　
　
電
話
　
新
潟
（
〇
二
五
二
）

　
　
　
　
　
　
　
六
六
・
五
二
六
八

を
書
い
て
折
り
た
た
み
、
の
り
し
ろ
を

は
り
合
わ
せ
る
だ
け
で
差
し
出
せ
ま
す
．

　
料
金
は
一
枚
二
十
円
、
は
が
き
の
約

三
倍
は
通
信
文
が
書
け
ま
す
。

　
ま
た
、
全
体
の
重
量
が
十
グ
ラ
ム
以

内
で
し
た
ら
、
ぴ
ん
せ
ん
や
写
真
な
ど

を
同
封
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

中
条
さ
ん
が

　
　
　
　
香
典
返
し

　
岩
瀬
中
条
秀
雄
さ
ん
か
ら
、
こ
の
ほ

ど
町
に
あ
て
て
、
さ
る
二
月
九
日
に
な

く
な
ら
れ
た
母
マ
サ
さ
ん
の
香
典
返
し

の
意
味
で
、
医
療
施
設
等
の
改
善
に
役

だ
て
て
欲
し
い
と
五
万
円
の
寄
付
が
あ

θ
。
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離
戸
籍
の
窓
か
ら
翻

響
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
旧
川

麟塁
・
・
業
・
9
業
亙
◎
9
．
・
染
・
・
’
・
●
亙
．
・
●
ヂ
、
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・
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卍
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9
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．
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宏
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う
ぶ
声
1
お
す
こ
や
か
に

ミ
ニ
レ
タ
ー
は
便
利

　
　
　
　
　
ー
郵
政
局
ー

　
ミ
ニ
レ
タ
ー
は
、
郵
便
書
簡
と
も
い

い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
切
手
と
ぴ
ん
せ
ん
、
封
筒

な
ど
を
一
つ
に
し
た
も
の
で
、
通
信
文

数江田齋高平服南滋田丸白茂高
藤口村木橋野部雲野村山井野橋
　　　　　　　　　　　　　　真
勝紀敦昌雄智　貴律浩大佳英由
彦子史子一美忍司子一介世男美

勝ト英定利節　林甲真忠順正庸
廣ク雄夫雄男了三一一一蔵義浩
　　　　　　　　朗
長長長長長長長三二長長長長長
男女男女男女男男女男男女：男女
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沖野上小上東平電野鶴神寺室神
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立口野脇野寺田通口吉町尾島町
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＊
一
日
一
円
の
安
い
会
費
で
…
…
…
…
あ
な
た
を
守
る
＊

交
通
災
害
共
済
に
家
族
そ
ろ
っ
て
加
入
し
ま
し
ょ
う
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“
申
し
込
み
は
役
場
の
窓
口
、
ま
た
は
嘱
託
員
へ
今
月
三
十
一
日
ま
で
に
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
申
込
書
の
予
備
は
役
場
窓
口
に
あ
り
ま
す
。
四
十
七
年
度
の
加
入
率
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
十
九
・
五
％
で
五
割
に
あ
と
ひ
と
い
き
で
し
た
。

長
野
美
雪
晃
長
女
四
郎
兼

高
橋
　
佳
巳
　
　
清
　
長
男
．
田
　
中

た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に

器働
雛

の
顯

戸
田
禎
一

齋
藤
孝
子

久
保
田
保
夫

中
西
ハ
ル
エ

小
林
伸
次

江
黒
弘
子

仁
田

宮
城
か
ら

高
崎
か
ら

高
原
田

中
仙
田

埼
玉
か
ら

納
税
メ
モ

　
住
民
税
の
申
告
は
お
済
み
で
し

ょ
う
か
。
十
五
日
ま
で
に
、
忘
れ

ず
に
申
告
書
を
提
出
ね
が
い
ま
す

　
四
月
か
ら
納
入
し
て
い
た
だ
く

昭
和
四
十
八
年
度
の
町
税
の
納
期

ぱ
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
住
民
税
（
町
、
県
民
税
）

　
・
普
通
（
四
期
）
　
六
月
、
八

　
　
　
月
、
十
月
及
ぴ
十
二
月

　
・
特
別
徴
収
　
六
月
か
ら
明
年

　
　
　
五
月
ま
で

◎
固
定
資
産
税
（
四
期
）
　
四
月

　
　
七
月
、
九
月
及
ぴ
十
一
月

◎
軽
自
動
車
税
五
月
及
ぴ
随
時

　
軽
自
動
車
、
原
付
自
転
車
及
ぴ

耕
運
機
の
廃
車
、
売
却
及
ぴ
取
得

等
の
届
け
出
は
今
月
中
に
。

昇
天
i
ご
め
い
福
を
祈
る

　
太
田
昭
司

　
江
口
喜
平

酒
井
藤
吾

　
池
竹
マ
サ
エ

　
太
田
幸
治
郎

村
越
ミ
ヤ

　
星
名
壽
次
郎

中
條
マ
サ

押
木
ミ
ネ

　
星
名
正
太
郎

小
林
寅
蔵

田
畑
』
熊
蔵

訂
正

沖元岩伊野・中原田小田
　　　　　央　　 白

立町瀬友口町田中倉中

中
屋
敷

元
町

九八七七七七六六六六五四
四三九九九八八二二〇〇五

　
前
号
の
こ
の
欄
に
次
の
誤
り
が
あ
り

ま
し
た
。
訂
正
し
て
、
お
わ
ぴ
し
ま
す

◎
「
う
ぶ
声
ー
」
の
欄

丸
山
勲
は

　
丸
田
　
勲
　
の
誤
り
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
小
わ
夢

塗
俳
壇

Φ
昌
太
田
白
南
風
選

　
　
　
　
　
小
白
倉
江
口
凡
石

雛
の
座
に
招
か
れ
梅
酒
す
す
め
ら
れ

彼
岸
会
や
花
も
野
菜
も
売
る
車

残
雪
に
杉
の
花
粉
の
か
か
り
居
し

耳
遠
き
人
と
手
真
似
て
日
向
ぼ
こ

　
　
　
　
　
小
白
倉
片
桐
玉
章

摘
草
の
見
知
ら
ぬ
人
と
睦
ま
じ
く

白
鳥
の
日
毎
に
減
り
て
水
温
む

　
　
　
　
　
埼
玉
に
て
金
子
洋
石

恋
猫
の
鈴
を
な
く
し
て
戻
り
け
り

春
浅
き
炉
の
木
梢
の
い
ぶ
り
つ
つ

裸
木
に
風
わ
た
り
ゆ
く
浅
き
春

　
　
　
　
　
松
風
園
南
雲
文
峯

雨
樋
を
春
の
雫
と
な
っ
て
落
つ

春
雪
の
か
か
れ
る
傘
の
重
さ
か
な

よ
き
色
の
短
冊
か
か
り
冬
椿




